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結論として monopoleに fermion数のみならず electricchargeが induceされる現象は,chiral
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oxy--Ne2/A (N-整数 ) (1)








この節では,久保公式によるホール伝導度 (の flux平均 )が,系の外部磁束 (flux)依存性を特徴づ




より,実際観測される oxyとの関係,特に状態局在や試料サイズ-の依存性 (スケーリング)を導 く自然
な道を与えている,という二点である｡
量子ホール伝導度が,系の波動関数の性質に関したホモトピー ･クラスで与えられることは,Thouless





























るO-方,有限系では flux平均された oxyが量子化されることから,観測される(flux平均 しない)
ホール伝導度の振舞いが予言される｡即ち,磁場中の有限格子系 (不規則性をもつ)に対する数値計算に
ょり,次のことが確かめられる :8)











































北大 ･理 松 山 豊 樹*)
奇数次元時空間上の場の量子論は,時空間の次元数が奇数であるという正にそのことによって,通常の
偶数次元時空間上の場の量子論にはなかった新しい理論構造を持ち得る｡これは,数学的には,Chern-
Simonsの第2特性類と呼ばれる位相的な意味を持つ項,
Ics-pJMtr(FA一与A3),
が(有効 )作用の中にゲージ不変性に抵触せずに許されることに依る｡ここでAは接続1-形式,Fは曲
率2-形式,Mは3択元時空間,pは位相質量を表わす.特に量子電磁力学においては,この項に起源を
持つ非自明な位相構造が実際の物理現象として自然界に発現していると考えられる場合がある｡こういっ
た理論 ･実験の両面から,3択元量子電磁力学の位相構造を研究することは非常に意義深いことと思われ
る｡
非可換ゲージ群Gを持っM-S3上の理論の場合,ゲージ不変性の要請により,もしも7E3(G)≠o な
らば位相質量の量子化が起こる.一方,アーベル群 U(1)を持つ量子電磁力学の場合には 打3(U(1))-0で
*)昭和62年4月より京都大学基礎物理学研究所
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